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産地 1.千葉牒印休 部川上村釆地｡桁古川 l売日LocB.320)
2.千%:嚇印鶴淵川l上村大谷流-見原下部 (Loc.B.321-1)
3.千葉嚇印勝郷川上村大谷流一月暦中部 (Loc.B･321-2)
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5.千楽喋印栴郡川上村岡nlの水分 (Loc.a.322)
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od
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a
f
r
equ
en
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多
数
含
む
決
水
成
の
黄
純
色
粘
土
が
あ
る
｡
此
の
淡
水
粘
土
は
常
で
上

岩
椎
貝
暦
の
上
位
は
あ
る
と
報
ぜ
ら
れ
て
居
た
が
今
夏
横
山
教
授
.
大
炊
御
門
撃
士
及
筆
者
の
観
察
の
結
果
海
の
フ

ォ

ー
ナ
i･<
-
も
下
に
あ
る
rJ
と
が
わ
か
つ
光
｡
粘
土
の
政
上
部
に

E
rod
ona
が
多
-
海
の
貝
を
含
む
砂
と
の
間
の



面
は
波
状
量

し
朋
に
ょ
っ
て
は

E
r
od
ona
を
有
す
る
部
分
が
創
-

ら
れ
ね
形
は
雪

で
屠
る
0
筆
者
は
攻
だ

酒
々
井
と
大
谷
流
と
の
中
間
晶

奄
し
-

な

い
が
大
谷
流
量

の
下
の
粘
土
は
嘉

貿

雫

の
粘
土
の
連
頂
で

あ
4
P
大
谷
流
是

と
上
岩
椅
月
暦
と
は
同

這

準
の
も
の
と
在
る
の
で
は
空

か
と
恥
思
っ
て
居
る
｡
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乍
ら
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厚
-
謝
意
芸

す
る
0
(昭
禦

衰

晶

､
七
品
訂

)

千

葉

願

中

山

の

北

石

静

ヽ

(
祖

先
南
部

新
生
代
化
石
群

其
の
六
)

大
炊
御
門

綬
輝

鈴

木

好

1

枚

倉

勝

彦

池
速

足

生

ポウ
ヤ
ツ

ホ
ン

平
山
の
化
憲

は
千
憲

千
葉
郡
千
城
村
坊
谷
警

姦

関
村
平
山
に
-

が
ふ

樫
に
治
産

面
は
約

lE
k
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開
運
縛
し
阜

三
ヶ
所
の
砦

産
地
が
あ
る
我
品

人
は
本
竺

月
此
等
の
内
十
ヶ
所
か
ら
採
警

行
つ
莞

砦

産
地
の
大
部
分
(産
地

丁

八
)
は
千
城
相
に
あ
-1
･
九
二

〇
の
二
の
み
が
革
-1
で
あ
る
が
三
士
技
師
が
既
裟

山

化
霊

写

し
て
報
じ
て
屠
ら
れ
る
か
ら
共
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従
っ
て
中
山
月
静
と
呼
ぶ
革
に
す
る
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